
所 報
2003.1～12

2003年1月 か ら12月 までの社 会科 学研 究所 の活 動

は以 下 の とお りで あ る。

1.機 構お よび人事

(一)所 員総会

1.第81回 定例 所 員 総 会(2003.6.7.神 田 校 舎13A

会議 室)

議事

(1淀 例所 員総 会資格 確認(2)水 川 侑所 員 を議 長 に

選 出(3)柴 田弘捷所 長挨 拶(4)新 所員 の紹 介

議題

(1)新所 員委嘱 につ いて(2)2002年 度事 業報 告,同 決

算報告(3)2003年 度事 業計画 案,同 予 算案 。以上 に

つ いて,事 務 局 各担 当か ら報 告 がな され,承 認 され

た。(4)その 他① 所 報関 連:執 筆 予約 が多 いの で 「所

員活性 化の ため に もな るべ く過 去5年 間 の投稿 回数

の少 ない方 を優 先」,「原稿 枚 数 を400字70枚 に抑 え

て も ら う よ う要 請 」す る こ と,② ホ ー ムペ ー ジ関

連=本 年 度 月報 よ り,「社 研 ホーム ペ ー ジ に掲 載 す

るこ とが で き る」 よ う内規 を改正 す るこ と,以 上 の

こ とが報 告,議 論 され,承 認 され た。

2.第82回 定 例 所 員 総 会(2003.12.6,神 田 校 舎13

A会 議 室)

議 事

(1)定例 所員 総会 資格確 認(2)内 田 弘所 員 を議 長 に

選 出(3)柴 田弘捷所 長挨 拶

議題

(1)2003年 度 事業経 過報 告(事 務 局各 担 当 とグルー

プ 研究代 表 か らの報告 〉

(2)2004年 度事 業計 画案,2003年 度 会計 経過 報告 と20

04年 度要 求予 算案 あ説 明

(3)その他

① 社研プ ロ ジェク トにつ いて

2004年 度 よ り,社 研 プ ロ ジェク トを設 置 し,5年

間程 度 の期 間 をめ どに,現 代 中国社会 の経済,政 治,

制 度,文 化,地 域 社会(市 民社 会)等 を対 象 に,総

合 的 に研 究 す る 「中国 社会 研 究 」(仮 称)と して行

いた い旨の提 案 が な され,質 疑 の うえ承 認 された。

②特 別研 究 員の 資格 に関 す る規程 改正 につい て

従来 オーバ ー ドク ター を対象 と して想 定 してい た

「特別 研究 員」 の枠 を博 士課程 在籍大 学 院生 に まで

拡 大 し,希 望 す る当該 院生 が社 研 内グル ープ研 究,

プ ロジ ェク ト研 究 に参 加 す るこ とを可能 に し,研 究

能力 ・キ ャ リア形成 に資 す るため。

[現行]の 特 別 研究員 規程 「第11条 所 長 は,運 営

委 員会 の議 を経 て,専 修大 学大 学院博 士 課程修 了者

及び 単位 取 得満 期退学 者 を特 別 研 究員 とす るこ とが

で きる。」 に対 して,改 訂 案 「所 長 は,運 営 委 員 会

の議 を経 て,専 修大 学大 学院博 士課程 在 学者,修 了

者 及 ぴ単位 取得 満期 退学 者 を特 別研 究員 とす るこ と

が で き る。」 との 改 定案 に対 して 質疑 が な され,承

認 され,2004年 度 か らの 施行 とな った。

③ 年 報 ・月報 原稿料 に関 す る内規 改正 につ いて

年 報が従 来 のA5版 か ら,2002年 度 よ りB5版 に

大 き くな り,従 来 よ り一 ぺ 一 ジ文 字数 が増 えた こ と

に よ り,「 印刷 ぺ一 ジ計 算」 の 支払 が 年報 に 限 り変

更 す る必 要が あ る。A5版 では1頁918文 字,B5版

では1頁1,554文 字(A5版 の約1.7倍)。 昨年1,800

円か ら2,700円 に仮変更 したが,実 際 に は1,800×1.

7;3,060円 とな る。 そ こで年報 ぺ一 ジ計算 は月報 と

区 別 し,計 算 上煩 雑 に な らな い よ う に3,000円 と

したい。それ に従 い,外 部者 が6,000円,「 日本 語以 外
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の原稿ぺ 一 ジ計 算」 内部 者4,000円,同 外部 者8,000

円 と した い。 また校 閲 料 につ い て 内部 者200円,外

部 者400円 の とこ ろ,同300円 と600円 に変 更 した い。

以上 の提 案が な され,質 疑 の の ち承 認 され,2004年

度 か らの施行 となっ た。

(二)所 員の異動

1.所 員の 解嘱

榮 澤浩二,田 中章 喜,多 辺 田政弘,嶺 井正 也の5

氏 は本 人の申 し出 に よ り所 員 を解嘱 した。

児島和 人,玉 水俊 哲,土 方保,宮 坂宏,宮 下誠 一

郎,山 下 文 明の6所 員 は,定 年退職 の ため所 員を解

嘱 した。

野 口眞所員 は,03年4月2日 ご逝去 された ため所

員 を解 嘱 した。

2.新 所 員の委 嘱

網 野房子,太 田和博,岡 田 憲治,厳 基珠,計 聡,

在 間敬子,佐 藤 康一郎,手 嶋 宣之,野 部 公一,樋 口

博 美,前 川 亨,李 建 平,飯 田義明,増 田英敏 の14氏

が,所 長 よ り新 所 員 と して委 嘱 され た。

3.研 究参与 の委 嘱

児 島和人,玉 水 俊哲,土 方保,宮 坂 宏,宮 下 誠一

郎,山 下文 明の6氏 を研究 参与 に委 嘱 した。

4.所 外研 究員 の委 嘱

高橋 誠 氏 を所外 研究 員 に委 嘱 した。

5.特 別 研究 員

佐藤潤 一氏 を特別 研究 員 に委嘱 した。

(三)事 務局

村上 俊 介(事 務 局 長),永 江雅 和,兵 頭 淳 史,田 中

隆 之(財 政担 当),福 島義 和,宮 嵜 晃 臣,内 藤 光博,

吉 田雅 明(研 究会 担 当),前 田和 實,齋 藤 佳 史,岡

田憲 治,大 矢根 淳(編 集 担 当),町 田俊 彦(文 献 資

料 担 当),高 萩栄 一 郎,吉 田雅 明(ホ ー ム ペ ー ジ担

当)の 各所 員,以 上14名

2.研 究調査活動

(一)定 例研究会

(1)5月22日(木)15時 ～ 生 田社 研

テーマ:戦 後 ドイツの 人 口動態上 の 変化

が 「社会 的 市場経 済」 に与 え たイ ンパ ク

ト

報 告者:エ ッカル ト・シュ レンマ ー教 授

(ハイデル ベル ク大 学)

(2)6月17日(火)16時30分 ～ 生 田M832会 議 室

テ ーマ:ロ ン ドンの交通 問題

報告 者:デ ヴ ィ ッ ド ・フ ッ ト氏(レ デ ィ

ング大教 授 ・本学経 済 学部 客員教 授)

◎ 人文科 学研 究所 との共催

(3)7月4日(金)16時30分 一 生 田社研

テーマ:米 中関係 と台湾 問題

報 告者=趙 全勝(ZhaoQuansheng)氏

(アメ リカ ン大 学 国 際 関係 学 部 教 授,ア

ジア ・フ ォーラム 会長)

(4)7月5日(土)15時 ～ 神 田社研 分室

テーマ:中 国雲南 調査 報告 会

話題 提供 者 二古川 純 所員,原 田博 夫 所員

(5)7月8日(火)17時 ～ 生 田社 研

テーマ1フ ランス にお け る地域 公共 交通

報 告者=ブ ル ー ノ ・フェーブ ル=ダ ル シ

ェ氏(リ ヨン第二大 学教授)

(6)7月12日(土)14時 ～ 神 田762会 議 室

テ ーマ:最 適 成 長経路 のGAに よる探 索

と国民経 済 のエ ー ジ ェン トベ ース モデ リ

ング

報 告者:出 口弘氏(東 京工 業大 学教 授)

◎ 進化 経済 学会 非線 型 問題研 究部 会 との

共 催

(7)7月23日(水)15時 ～ 神 田社 研分 室

テーマ1東 北 ア ジア におけ る 日中関係

報告 者 二金煕徳 氏(中 国社会科 学 院 日本

研 究所教 授,東 大 大学 院総 合文 化研 究科
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所 報(2003.1～12)

客員教授)

◎社研 特別 研究 「東 北ア ジア の法 と政治

一21世 紀 を展望 す る一 」 グル ープ

との共 催

(8)9月16日(火)14時 ～ 生 田社研

テーマ:現 代企業 組織 の ダ イナ ミズム

報 告者:池 本正 純,伊 東洋 三所 員他5名

◎社研 特 別研 究 「現 代企 業組織 の ダイナ

ミズ ムの研 究」 グル ープ との共催

(9)9月27日(土)13時 ～ 神 田6号 館5階 会議 室

シ ンポ ジューム=野 口理論 の可 能性一

そ の批 判 的継 承 をめ ざ して一

セ ッシ ョン1.カ レツキーモ デル の含意

をめ ぐって

報告1栗 田康 之氏(秋 田経済 法科 大

学教授)

セ ッシ ョン2.野 口中間理論 をめ ぐって

報 告:河 村 哲 二 氏(武 蔵 大 学 教 授),

横 川信 治氏(武 蔵 大学 教授)

セ ッシ ョン3.グ ロバ リゼー シ ョン,東

ア ジア をめ ぐって

報 告1平 川 均 氏(名 古 屋大 学 教 授),

宮嵜 晃 臣所員

(1①10月1日(水)16時 ～ 生 田社研

テーマ=グ ローバ ル経 済 にお け る輸 出加

工 区一 その衝 撃 と潜 勢 力

報告 者=高 橋 誠氏(本 学 法学部 非 常勤講

師)

◎社 研 グル ープ研 究 「中華 人民共 和 国 に

お け る低 開 発地 域 の 社 会 経済 シ ス テ

ム」 との共催

(11)10月28日(火)16時30分 ～ 社 研会議 室

テ ーマ=JapansHollowing-outProb-

1em:RrlocationofManufacturingto

China

日本の 製造業 空洞 化問題

報 告者1ス テ ィーブ ン ・リム氏(ワ イカ

ト大学,本 学 経済 学部 客員 教授)

(12)11月14日(金)16時20分 ～ 神 田784教 室

テ ーマ:東 ア ジア にお け る文化接 触の 諸

相 一そ の準備 的考 察

報 告者:前 川 亨所 員

◎ 社研 グル ープ 研究 「東 ア ジア世 界 にお

け る文 化接触 の 諸相」 との 共催

(13)11月18日(火)15時 ～ 生 田社研

テーマ1.都 市 中心部 におけ る小規模 オ

ープ ンスペ ース の確保 に関 す る歴 史的研

究 ロ ン ドンス クウ ェア 保護法 成

立 の 背景

報 告 者:坂 井 文氏(ロ ン ドン大 学)

テーマ2.ロ ン ドング リー ンベル ト計 画

の策 定 に関 わ るグル ープの役 割

報 告者:マ ル コ ・ア マ テ ィー氏(筑 波大

学)

◎社研 特 別研究 グル ープ 「近代 及 ぴ現代

の都 市施 設 の役割 と景観 管 理の 日米英

の比較 」 との共催

(14)12月11日(木)17=50～ 神 田 校 舎7号 館 教

室(円 卓)

テーマ:日 中文化 交流 の考 古学 的研 究 に

つ い て

報 告者:王 維伸(西 北大学 教授,京 都大

学人 文科学 研 究所 客員教授)

◎社 研 グル ープ研 究 「東ア ジア世 界 にお

け る文化接 触 の諸相 」 との共催

(二)特 別研究会

(1)春 期 実態調 査

海 外 実 態 調 査 と して 雲 南 省 にて6泊7日 で 実 施

(23名 参 加)

3月15日(土)午 後:上 海着,浦 東開 発地 区等

調 査

16日(日)午 後1麗 江 着,少 数 民族居 住地

調査

17日(月)

18日(火)

19日(水)

麗江古城調査 昆明へ移動

昆明市人民政府訪間,西 部開発

委員会訪間,開 発地区調査

午前=雲 南大学少数民族研究所
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見 学 と講 演聴 講,

午 後=雲 南 大学経 済学 院 副院長

張菅 教授 「中国西 部大 開発 」

の講 演 に基 づ く学術 交流

20日(木)午 前=石 林 地 区調査,

午 後:少 数民 族村 の訪 間 と調査

21日(金)午 前昆 明発,午 後 上海 発'

19:30成 田着

(2)夏 期 実態 調査(13名 参加)

7月29日(火)午 後:信 州 大学 にて信州 ・地 域

共 同研究 ネ ッ トワー ク第6回 研

究会 に参 加。 宮嵜 所員 が報 告。

30日(水)午 後:長 野県 伊那 市 伊那 食品

見学 と聞 き取 り調査

31日(木)午 前:同KOA(電 子 部品 メ

ー カー)訪 問,見 学 と聞 き取 り

調 査

(三)グ ループ研究助成

☆ グル ープ研 究助 成A

1)こ の研 究助 成の対 象 とな る もの は,所 員5名

以上 を もって組織 され る研 究会 であ り,こ の研 究会

に対 して3年 を限度 と して各 グループ ー律 に,研 究

所の 予算 の範 開 内で研 究助 成 を行 う。

2)こ の研究 助成 を受 け たグル ープ は助成終 了後

3年 以 内に,グ ル ープ の うち1人 以 上 の所員 が,当

グル ープ が定 め た共 通 テーマ に関連 す る個別 テ ーマ

で,本 研 究所 が指 定 もし くは承 認 した公表誌 に研 究

成果 を公表 しなけれ ばな らな い。

3)こ の 研究 助成 を受 けた グル ープ は,毎 年5月

に開催 され る所 員総 会 に研 究経 過報 告書 を提 出 しな

ければ な らな い。

今年度 は次 の6件(継 続3件,新 規3件)を 助 成

す る。

(1〉 「IT革 命 と 日本経 済 」(継 続;2001年 度 発

足)

(水川侑 〈責 〉大 西勝 明 ・泉武夫 ・柴 田弘捷 ・

田 口冬樹 ・田中隆 之 ・矢吹満 男 ・溝 田誠吾 ・平

(2)「 グ ローバ リゼー シ ョンと 『公共 圏』法 の 変

容」(継 続;2001年 度 発足)

(臼藤博 行 く責〉木 村實 ・矢 澤舜 治 ・小野新 ・

晴 山一穂 ・平 田和 一の6名)

(3)「 ヨー ロ ッパ 人権 裁 判所 の判例 におけ る 「ヨ

ー ロ ッパ 的基 準 」 と日本法 との比較 」

(隅野 隆徳 〈責 〉石村 修,小 田中聡樹,木 村 實,

内藤光 博,森 川 幸一,堀 江薫 の7名)

(4)「 メ トロ ポ リスの 自立 性 に関す る社会 学 的実

証研 究」(新 規:2003年 度発足)

(宇都栄 子 く責〉 米地 實 ・柴 田弘捷 ・川 上 周三

・嶋根 克 己 ・大 矢根 淳 ・樋 口博美 の7名)

(5)「21世 紀 の 日本 経 済 一 一低 迷 克 服 の 条 件 」

(新規=2003年 度発足)

(宮本 光晴 く責 〉鶴 田俊 正 ・平尾光 司 ・土志 田

征一 ・原 田博夫 ・徳 田 賢二 ・田 中隆之 ・中西 泰

夫 ・山 田節 夫 ・石 原秀 彦の10名)

(6)「 東 ア ジア世 界 に お け る文 化接 触 の 諸相 」

(新規:2003年 度 発足)

(土屋 昌明 く責>網 野 房子 ・仲川 裕 里 ・前川亨

・厳基珠 の5名)

☆ グループ 研究 助成B

1)こ の研究 助成 の対 象 とな る もの は,所 員2名

以上 を もっ て組 織 され る研究 会 で あ り,こ の研 究会

に対 して1年 問各 グル ープー 律 に,研 究所 の予 算の

範 囲 内で研 究助成 を行 う。

2)こ の 研究助 成 を受 けた グル ープ は,毎 年5月

に開催 され る所 員総 会 に研 究経 過報 告書 を提 出 しな

ければ な らな い。

(1)「 中華 人民共 和 国 にお ける低 開発地域 の社 会

経済 システ ム動態 と発 展モ デル に関 す る比較 動 態地

誌 学 的研 究 」(米 田厳 く責 〉内 田 弘 ・福 島義 和 の3

名)

川東亜 ・二瓶 敏 の10名)

☆特 別研 究助 成

1)こ の研 究助 成 の対象 とな る もの は,所 員5名

以上 を もって組織 され る研 究 会で あ り,こ の研究 会

に対 して,運 営 委 員会 の議 を経 て,3年 を限度 と し
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所 報(2003.1～12)

て毎年100万 円以 内の研 究助 成 を行 う。

2)こ の研究 助成 を受 けた グルー プ は,助 成終 了

後2年 以 内 に研 究成 果 を 「社 会科学 研究 叢書 」 とし

て刊行 しな ければ な らない。

今年度 は,継 続 中の以 下 の1件 と,新 規 申請1件

に対 して各100万 円の助 成 を行 う。 な お 今年 度 新 規

申請 は,2002年 度 発足 研究助 成Aグ ル ープ 「近代 ・

現 代 の都 市計 画 に関す る日米 英 の比較 」が特 別 研究

助成へ の転換 を希望 して きた もので あ り(そ れ に伴

っ て タイ トル,メ ンバ ー,責 任 者 の 変更 あ り),対

象年 数 は2年 間 とな る。

(1)「 東 北 ア ジア の法 と政治21世 紀 を展 望 す

る 」(2001年 度 発足)

(内藤 光博 く責>大 谷正 ・樋 口淳 ・石 村修 ・古

川純 ・小林 直樹 ・野村 浩一 ・高 見沢麿 ・新 美 隆

の9名)

(2)「 近 代及 び現代 の都 市施 設の 役割 と景観 管 理

の 日米 英比較 」(新 規)

(黒田彰三 〈責 〉福 島義和 ・徳 田賢 二 ・小西 恵

7月(481)号

8月(482)号

9月(483)号

10月(484)号

11月(485)号

12月(486)号

織 と再 編」

DavidFootl``RoadCongestion

CharginginLondon'シ

BrunoFaivreDarcier:"Urban

TransportinFrance=movingto

amoresus-tainablepolicジ

雲 南省 麗江 ・昆 明視 察団報 告

川 崎 誠 所 員 「『労働 の二 重性 』論 の

論 理 」

真殿誠 志所 員 「違反 行為 別交通 事故

と違 反取締 りに関す る都 道府 県別比

較 研 究一 平 成13年 交通 事故統 計 に

よる分析 」

黒 田彰 三 所 員 「『ま ちづ く り指 針 』

の提 案」

福 島新吾 研究 参与 「社会 科学 と して

の政 治研 究1947～54」(制 作 中)

4.そ の他 の活動

美 ・黒 澤 真 里 子 ・在 間 敬 子 ・AmatiMarco・

坂井 文の8名)

3.『 専修大学社会科学研究所 月報』の

刊行

1月(475)号

2月(476)号

3月(477)号

4月(478)号

5月(479)号

6月(480)号

川 崎誠 所 員 「『商 品 の 二 要 因』 論 の

論理 」

AmaStruttandStevenLim

「TradeLiberalisationandPov-

ertyinAsia」

呂艶 濱 氏(中 国社 会科 学院法 学研 究

所)「 中国 行 政法 の発 展 と課 題

中国の法 制 度改 革の現 状 」

福 島新 吾研 究参与 「体 験戦 後 史一

1945～47」

2002年 度 夏季合 宿集 中研 究会報 告一

一 山形 県長井 市実態 調査2002/

7/29～31

水 川侑 所員 「鉄鋼 業 にお け る産 業組

(一)文 献 資 料 の 収 集 と整 理

(1)社 会科 学分 野 にかか わ る リファ レンス資料 に

相 当す る もの(辞 書,統 計,臼 書,年 鑑 な ど)の 収

集 に重点 を置 い た。

(2)CD・ROM版,ビ デオ版 の文献 資 料 を積 極

的 に収 集す る,と い う方針 に基づ いて,文 献資 料 を

収 集す るこ とに して きた。 予算上 の制 約 が あるた め,

年 度末 までの新 規購 入 は抑 えてお り,CD・ROM

版 資料 は継続 購 入の3件(lntemationalFinancial

Statistics,BalanceofPaymentsStatistics,Direc-

tionofTradeStatistics)の み収 集 して いる。

(二)文 献 資 料 の 整 理,配 架

(1)文 献 資料 の検 索 は 「図書 カ ー ド」 に よる もの

として,収 集 した文献 の整 理 を行 った。

(2)CD・ROM版 の文献 資料 はロ ・ソカ ーに別途

保 管す る。CD・ROM版 文献 資料 につ いて は,オ

リジナル版 を保 管 した上 で所 員が帯 出 で きる よう,
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事 務局パ ソコ ン担 当の協 力 を得 て便 宜 を図 っ てい る。

(3)書 庫が 手狭 にな った ので,図 書 館 と重複購 入

して い る和雑 誌 の一 部 を廃棄 処分 した。

(三)そ の 他

(1)昨 年度 末 に約100万 円 以上 の 予 算 で購 入 した

辞 書 につ い て 「文献 ニ ュース」 で紹 介 した。 「文 献

ニ ュー ス」 は,本 年度 か ら社 会科学 研 究所 の ホー ム

ペ ー ジに掲載 した。

(2)「 雑誌 所蔵 目録 」の 作成 を継続 してい る。 昨

年度,手 掛 け た大 学 ・附置 研究所 の紀 要 につ いて,

寄贈 が停止 され て い る ものの 明示(所 蔵最 終巻 号 の

明示),図 書館 所 蔵 との 重 複の確 認 を行 って い る。

作 業が終 了 した ら,「 専 修大 学 社会 科 学研 究 所 所 蔵

雑 誌 目録,大 学 ・附置研 究所 紀要]と して社 会科 学

研 究所 の ホームペ ー ジに掲載 す る予 定 で あ る。

(四)ホ ー ム ペ ー ジの 充 実

パ ソ コ ン を 社 会 科 学 研 究 と 当 研 究 所 の 研 究 活 動 を

外 部 に 広 く公 開 す る た め の 道 具 と して 活 用 して お り,

その た め に ホ ー ム ペ ー ジ の 充 実,必 要 な ハ ー ドウ エ

ア と ソ フ トウエ ア の 充 実 を行 っ て い る。

(1)研 究 会 の 担 当 者 の 協 力 を も と に,研 究 会 の 案 内 を

ト ッ プ ペ ー ジ(http://www.senshu-u。acjp/～off

1009/)に 掲 載 し,研 究 会 終 了 後 は,「 最 近 の 活 動 」

の ぺ 一 ジ(http://www.senshu-u.ac.jp六 〇ff1009/

rireki。html)に 活 動 記 録 と して掲 載 し て い る 。

(2)編 集 の 担 当 者 の 協 力 の も と に,月 報 の デ ー タ

を 印 刷 所 か ら入 手 し,PDF形 式 に 変 換 し,公 開 し

て い る(http://www.senshu-u.acjp/ヤoff1009/

geppo.htm1)。478号(2003年4月 号)か ら484(20

03年10月 号)ま で 行 っ た(2003年11月16日 現 在)。

これ に よ り,入 手 が 比 較 的 難 しい 人 に も 月報 を 容 易

に閲 覧 で き る よ う に な っ た 。 ま た,Googleな ど の

検 索 サ イ トに登 録 さ れ る こ とに よ り,社 会 科 学 研 究

所 の 研 究 を広 め る こ とが で きた 。

(3)文 献 資 料 の担 当 者 の 協 力 の も と に,新 着 ぺ 一

ジ に 新 規 に購 入 し た 図 書 目 録 を 掲 載 し た(httPl//

wwwsenshu-u.acjp/～off1009/bunken.htm1)。
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編 集
後 記

こ こに無 事 に 『年報 』 第38号 を刊 行で きた こ とを

うれ しく思 います。

本 年度 は新 しい運 営体 制の 下,経 験 不 足 なが らな

ん とか本 号 を刊 行 す る運 び にな った こ とで と りあ え

ず 安堵 して お ります。 こ こで まず,本 号の編 集経 緯

を簡単 に記 して お きます。

例 年 の ご と く,昨 年5月 に執筆 希望 を募 っ た とこ

ろ,論 文19編,研 究 ノー ト1編 の申 し込 みが な され

た。 その結果,10月21日 の 原稿締 切 日まで に6編 が

提 出 され,8人 の方が 執筆 を辞 退 され た,そ の後10

月末 日まで に6編 が提 出 され,3人 の方 が辞 退 され,

全体 で9件(論 文8件,研 究 ノー ト1件)の 形 で編

集 す る運 び とな った。特 に,今 回 は投稿 希望 が 多か

った ため に,編 集担 当の判断 で執筆 希望 者 全員 に対

して,半 ば 強制的 に予 定枚 数の2割 減 をお願 い した

ことを申 し訳 な く思 い ます 。 また,社 研叢 書 の刊行

の 中で,上 梓 されて い る2冊 につ いて,本 号 にお い

て それ らの書評 を掲載 したい と考 えて お りま したが,

短期 間 での書評依 頼 の こ と もあ って,掲 載 がで きな

か っ たこ とをお詫 びす る と ともに,編 集 担 当 と して

反 省 してお ります 。本 号 も含 め,一 連 の編 集作 業 は

竹 内 さんの協 力 の下 で順調 に進 め るこ とがで きま し

たが,残 念 なが ら,常 識 の範囲 を超 え た 「直 し」 や

「加筆」 の原稿 が見 られ ま した。次 回 か らは何 らか

の対策 を講 じる必 要が あ るので はな いか と思 い ます 。

特 に,印 刷会 社泣 かせ とな るよ うな 「直 し」 は,各

所員 と もど も肝 に銘 じてほ しい と思 い ます。 内規 改

訂 に 当 り,『年報 』 の原 稿料 につ いて12月 総 会 にて

承 認 され ま したが,実 行 は来年 度 か ら とな ります の

で ご了承 くだ さい。 本年 度 は,社 研 の研 究会 担 当の

仕事 な ど精 力的 に運 営 に係 わ って くれ た野 口眞所員

が急 逝 され た こ とは,ま こ とに残 念 でな りませ ん。

心 か ら故 野 口所員 の ご冥福 をお祈 りす る次 第 です。

合 掌。

本年 度 は,初 めて編 集担 当の責任 者 として大 役 を

仰 せ つか り,不 安 な まま作 業 を して まい りま したが,

柴 田所 員や 村上 事務 局長 に は過大 な ご協 力 をい ただ

き心 強い 限 りで した。

さ ら に,『 年 報』 の み な らず 『月報 』 の編 集 業 務

全般 にわ た って,社 研 嘱託 の竹 内佐和 子 さん には大

変 お世話 にな りま した。正 直の ところ,竹 内 さんの

いな い来 年度 の編 集作 業 にい さ さか不 安 を感 じるの

は私 だけで は ないで し ょう。竹 内 さん には本 当 に長

い こ とご苦労 様 で した。最 後 にな りま したが,今 回

もまた編 集 作業 を進 め る中で,公 人社の 大 出明知氏

に も何 か とご無 理 をお願 い し大 変 お世話 にな り,心

か ら御 礼 申 し上 げ ます。

(前田 和 實)
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